
 
 

 
  
 
  

 

 

 

 

 

 
   

     

                

     

           

     

       
 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

  

  

 

 

  

  
 

 

 

 

 

 

                                          

 

 

  

                                      

      

  
          

 

    

 

「爪のトラブルはどこに相談したらよいのかわからない」そんな声をよく耳にします。

爪は汗腺や毛などと共に「付属器」と呼ばれ、皮膚を構成する器官の一つですので、爪の

トラブルは基本的に皮膚科にご相談ください。 

今回は、爪の感染症である「爪白癬（爪のみずむし）」と、爪の形態の変化である「陥

入爪（巻き爪）」にスポットを当ててお話しします。  

皮膚科部長  鈴木 大介（すずき・だいすけ） 
 

■北総線『矢切駅』徒歩 3 分 

■市川駅・松戸駅から京成バス 

『矢切駅』徒歩 3 分 

国際医療福祉大学 病院准教授 

岡山大学卒、医学博士 

前公立昭和病院皮膚科部長、元 JCHO 東京新宿メディカルセンター皮膚科部長、元キングスカレッ

ジロンドンリサーチフェロー 

日本皮膚科学会認定皮膚科専門医、厚労省認定臨床研修指導医、緩和ケア研修修了 

＜専門＞皮膚リンパ腫、膠原病（特に全身性エリテマトーデス、皮膚筋炎、血管炎）、乾癬性関節炎 

当院では特殊な皮膚疾患を診療することも多いですが、今回のテーマは比較的一般的な爪のトラブルにつ

いてです。当院だからこそできる治療のご紹介も織り交ぜながら、爪の治療についてお話しします。 

 

― 爪のトラブル、あきらめていませんか？ ―  

【注意事項】 

※コロナワクチン接種が 3 回以上お済

みで、2 週間経過した方が対象です。 

当日は接種証明書をお持ちください。 

※受付時間前の入場、予約のない方、発 

熱・咳等の風邪症状のある方の入場は 

お断りいたします。 

※感染状況により日程等変更になる可 

能性がありますのでご了承ください。 

※体温測定、手指消毒、不織布マスクの 

持参・着用にご協力ください。 

つ め 


